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研究成果の概要（和文）：中国西南部のチベット＝ビルマ系少数民族が話す言語には、文字もな

く、これまで詳細があまり知られていなかったものが多くある。それらの言語のうち、ダパ語、

スタウ語、ギャロン語を調査し、分析を行った。その結果を、周辺で話される他の少数民族言

語と対照して、この少数民族地帯の言語に特徴的な現象を明らかにした。この研究により、動

詞接頭辞の機能、助詞の性質、視点表示システムなどがこの地域で共有される実態が明らかに

なった。 

 
研究成果の概要（英文）： In a multiethnic area in southwest China, many little-known and 

non-literate Tibeto-Burman languages are spoken. I investigated three of these 

languages—nDrapa (Zhaba), Stau (Daofu) and rGyalrong (Jiarong)—through fieldwork. 

Moreover, I analyzed the linguistic characteristics of this multiethnic area by contrasting 

the three languages with neighboring minority languages. This study clarified the details 

of some areal features such as the functions of verbal prefixes, characteristics of location 

particles and point-of-view systems.  
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１．研究開始当初の背景 

(1) 中国西南部は多彩な言語文化が見られる
少数民族地帯として知られている。中でも、
チベット語・漢語・彝語の境界地帯に当たる
四川省西部は、1980 年頃から、言語学、考
古学、文化人類学といったさまざまな研究分
野から注目されてきた。言語学の観点からは、
上記の３言語以外に、少なくとも１２の少数
民族言語が存在することが研究開始当時す

でに報告されていた。これらの言語はいずれ
もチベット＝ビルマ語派に属しており、同語
派内でも特に複雑な音韻および形態上の特
徴を有していることから、通時的研究・共時
的研究のいずれにとっても重要であること
が何度も指摘されていた。 

 

(2) それにもかかわらず、これらの少数派言
語に関する記述資料は圧倒的に不足してい
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た。同地域は長らく外国人の立ち入りが禁じ
られており、中国以外の研究者が言語調査を
行って一時資料を入手することはできなか
った。1980 年代に中国の研究者によって言
語調査が行われたものの、その多くは語彙調
査と簡単な概説程度の内容に留まっており、
個別言語の詳細な記述は全く進んでいなか
った。そのため多くの場合、これらの言語は、
歴史比較言語学の観点から、部分的に、参考
程度に検討されるのみであった。 

 

(3) 2000 年前後から徐々に外国人の入境が許
可されるようになり、ギャロン語やチァン語
の一部の方言など、ごく少数の言語について
はやや詳細な記述研究が発表されるように
なっていた。しかし、同地域の言語の多様性
には全く追いついておらず、系統的位置づけ
についても諸説あるなど、全体像の解明には
ほど遠い状況であった。 

(4) 研究代表者は、2002 年頃から、特に記述
の遅れていたダパ語を対象に、調査と記述を
行っていた。また、研究開始当時、同地域の
諸言語との初歩的な対照研究もすでに行っ
ていた。 

 

２．研究の目的 

(1) 研究の目的は、中国四川省西部のチベッ
ト＝ビルマ系少数民族言語蝟集地帯におけ
る言語調査を基盤に、同系統に属する複数の
言語が話される環境（同系多言語社会）にお
いてどのような地域特徴が形成されてきた
かを解明することである。 

 

(2) 特に明らかにしようとした項目は、次の
３つにまとめられる。 

① 未記述言語の記述を通して、個別言語の
全体像を明らかにしようとしてきた。対象地
域の言語の多くは記述が遅れており、調査お
よび記述を行うことがこの研究課題を進め
るに当たっての必須条件であった。 

② 地域特徴の実態を明らかにしようとして
きた。対象地域は、近接するコミュニティ同
士が山岳に隔てられることである程度の文
化的独立性を保っている点、それぞれのコミ
ュニティがいずれもチベット文化の影響を
強く受けている点、すべての言語が同じ系統
に属していると考えられる点などで特徴的
である。共時的に実態を解明することは、地
域言語学上の重要な成果となることが期待
できる。 

③ 地域特徴の形成過程を明らかにしようと
してきた。現地調査によって得られる個別言
語の動的実態と、対象によって得られる地域
研究の実態から、その形成過程を分析する。 

 

３．研究の方法 

(1) 本研究課題の遂行に当たっては、現地調

査、記述、対照、類型論的考察という研究プ
ロセスを積み重ね、その上で通時的考察を行
うという方法を採った。 
 
(2) 個別の項目については次の通りである。 
① 調査と記述について：研究代表者がダパ
語、スタウ語、ギャロン語等の記述を行い、
分析を加えて、語彙、文法、テクストをまと
めて詳細な情報を公開することとした。 

② 対照研究について：研究代表者の記述を
基盤とし、それ以外の言語については先行研
究や研究協力者の成果を参照することとし
た。これらの言語の語彙、音韻、動詞句の構
造、視点表示システムといった現象について、
詳細なデータを踏まえて対照研究を行う。 

③ 類型論的考察について：地域特徴として
の言語実態を明らかにするため、同様の現象
のある他系統の言語や他地域のチベット＝
ビルマ語派との対照を行う。 

④ 通時的考察について：①～③の成果を踏
まえ、対象地域の言語に見られる特徴につい
て、祖語からの継承であるものや地域に伝播
したものに分別し、それぞれの形成過程を明
らかにする。 

 
４．研究成果 

図１：調査対象言語の分布地域 
 
(1) 未記述言語の調査：四川省成都市および
甘孜蔵族自治州道孙県、雅江県において、ダ
パ語、スタウ語、ギャロン語の現地調査を実
施した。それぞれの言語が話される地域につ
いては、図１のとおりである。 
① ダパ語メト方言について、文法調査のほ
か、民話や自然発話等のテクスト資料の収集
をおこない、音声ファイルおよび画像ファイ
ルをデジタル保存して他の研究者にも提供
可能な形とした。さらに、それらの資料を用
いて、文法現象の分析および詳細な記述を進
めてきた。 
 方向接辞についての分析では、動詞接頭辞
で移動動詞と結びつくと方向を表す機能を
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持つ接辞（図２）が、完了形と命令形におい
て原則として必須となる点、派生的な含意や
動詞語幹との恣意的結びつきが発達してい
る点、方向接辞が付加されない動詞の特性、
方向接辞が任意となる未完了形において方
向接辞が文のアスペクト的意味と相関して
機能する点などを明らかにした。 

図２：ダパ語の方向接辞 
 
 証拠性の体系についての記述研究では、文
末助詞によって３つの証拠性が区別される
点、証拠性と一見類似するが異なるカテゴリ
ーとして、動詞接尾辞によって表示される中
心者の視点の有無がある点などを明らかに
した。 
 存在動詞に関する分析では、存在動詞語幹
が６つあって、接辞や小辞との組み合わせで
さまざまな存在の様態を表しうる点、そのう
ち１つの語幹については主語もしくは位格
NP に有生物を要求し、いずれが有生であるか
によって異なる含意を持つ点、他の存在動詞
語幹のうち２つについても項の有生性と存
在動詞の意味が相関する点、補助動詞として
機能する際に他の動詞連続や助動詞構文と
は異なる構造を示す点などを明らかにした。 
 格標示体系についての記述研究では、１２
の格助詞と４つの場所接尾辞についてそれ
ぞれの機能や特性を記述し、基本的には主格
対格型の格表示体系ではあるが、意味役割が
文脈から明らかである場合はゼロ形式が多
用される点、場所に関する意味役割表示にお
いて動詞の方向接辞が重要な役割を果たす
点などを明らかにした。 
 このほかにも、コピュラの体系、動詞連続、
文形式の体系など、文法現象の諸問題に関す
る分析を行った。 
 これらの成果は、内外の学会で発表して研
究討議を行い、学術誌に論文として発表した
ほか、図書①にもダパ語メト方言の語彙・テ
クストを収録して公開した。以上の成果はダ
パ語を最もよく記述したものとして国内外
で広く評価されており、他の研究者がダパ語
の現象に言及する際に引用されている。 
② ダパ語ダメ方言の語彙調査、ギャロン語
邛山方言の語彙調査、スタウ語ゲシ方言の語
彙と基礎的文法の調査を行った。これらの音
声ファイルについてもデジタル保存してあ

る。これらのデータは、ダパ語メト方言との
対照研究に利用した。 
③ 北京故宮博物院において、『華夷訳語』の
調査を行った。これは、研究対象地域の言語
の語彙を清代に記録した文献である。 
 
(2) 地域特徴の実態とその形成過程の解
明：ダパ語の記述を基盤とし、先行研究を用
いて、西夏語を含む周辺言語および遠隔地の
同系言語との対照を進めて実態を明らかに
した。さらに、それらの地域研究の形成過程
に関する考察を行った。主たる成果は次のと
おりである。 
 
① 動詞形態法の 1 つである方向接辞は、図
３に示すように、系統を超え、地域特徴とし
て広がっている。すなわち、動詞接頭辞が移
動の直示的な方向を表示する現象は、この地
域で話されるチァン語支の諸言語とチベッ
ト語支のペマ語に共通して見られるが、他の
チベット語支の言語には見られない。 
 

図３：方向接辞を持つ言語の広がり 
 
 さらに、方向接辞の機能の発達度を見ると、
言語ごとにばらつきがあり、４段階に分けら
れることが分かった。ペマ語は最も初歩的な
段階にあり、周辺の言語からの借用であると
結論づけられる。一方で、ムニャ語では方向
接辞の化石化が進んでおり、最も進んだ段階
にあると言える。 
 この成果は国際会議で発表して内外の研
究者と討論した上で（発表⑥）、さらに改訂
して論文の形で発表した（論文②）。 
 
② 視点表示システムの特徴とその分布につ
いて、系統的関係を超えて地理的に広がって
いる実態を明らかにした。 
 ダパ語は、中心者の視点がある文は明示的
な標識のない形式（パターンＡ）、視点と関



 

 

わりない文ではそれを表す接尾辞の付加さ
れた形式（パターンＢ）となる。これにより、
動詞の時相にかかわらず一貫して中心者の
視点の有無が表示される。このような現象を
持つかどうかについて、周辺言語と対照する
と、次のような結果が得られた。 
 一貫した視点表示システム：ダパ語、スタ

ウ語 
 部分的な視点表示システム：ムニャ語、ラ

ヴルン語 
 変容した視点表示システム：ペマ語 
 タイプが異なるもの：ギャロン語、チァン

語 
 ここで、異なるタイプを示すスタウ語、ラ
ヴルン語、ギャロン語はいずれもギャロン語
群の言語である。これらの言語の話される地
域とその特徴の相関を見ると、ダパ語と最も
近接して話されるスタウ語はダパ語とほぼ
同様の視点表示システムを持ち、遠隔地で話
されるギャロン語は全く異なるタイプであ
り、中間で話されるラヴルン語はその中間的
な特徴を示す（図４，表１）。 
 

図３：ギャロン語群とダパ語の分布地域 
 
 

表１：ダパ語（視点）、ギャロン語（証拠性）、
ラヴルン語の対照 

 プロセス 

への参与 

直接的 

な観察 

無意 

識 

伝聞 

ダパ A B A B 

ラヴ 

ルン 
（ゼロ） se33/tshe33 ?? 

ギャ 

ロン 
直接 間接 

 
 このことから、地域特徴が波形に広がると
いう事例が確認できた。この成果は国際会議
で発表し、高い評価を受けた（発表②）。さ
らに改訂したものを図書①に収録して公開

した。 
 
③ 名詞句における起点と着点の表示体系に
ついて、対照研究を行った。ダパ語メト方言
では、起点と着点が名詞句において同一形式
で表され、起点と着点の区別は方向接辞や語
順によって行われる。周辺言語も方向接辞を
持つことから、同様の現象を示す可能性が考
えられた。そこで、この点について対照研究
を行った結果、多数の言語において着点の標
識と同じ形式で起点が表示される現象が見
られたほか、起点標識を持っていてもチベッ
ト語からの借用形式であったり複合形式で
あったりするという実態が明らかになった。
このことから、対象地域においてはもともと
起点の標識を持たないという共通特徴があ
ったこと、現在ある起点標識が祖語からの継
承ではなくそれぞれの言語において借用や
複合によって個別に発達させたものである
ことを明らかにした。この成果は、国内会議
で発表して研究討議を行い（発表①）、改訂
して図書①に収録して公開した。 
 
④ 存在動詞を用いたパーフェクト構文につ
いて、周辺言語と対照を行った。ダパ語メト
方言は多彩な存在動詞を持ち、その存在動詞
が補助動詞として用いられると結果状態な
どを表すパーフェクト構文を形成する。その
構文において、存在動詞はアスペクト標識と
しての文法化がそれほど進んでおらず、結果
物の存在、有生性などを反映して用いられる。
同様の現象は、チベット語、漢語四川方言と
いった周辺の大言語に見られるものの、周辺
のチァン語支言語では報告されていない。ま
た、この構文はダパ語の中では例外的な構造
をしており、さらに同様の含意を通常の動詞
連続構文で表現することが可能である。これ
らのことから、存在動詞を用いたパーフェク
ト構文が祖語からの継承ではなく、大言語か
らの構造借用であると結論づけられる。この
問題について、国際会議で部分的に言及して
研究討議を行い（発表⑦），さらに研究を進
めてその成果を国際会議で発表した（発表
⑤）。この発表が高い評価を受け、さらに改
訂を加えたものを論文として発表した（論文
①）。 
 
⑤ コピュラについて。対象地域の言語のコ
ピュラ体系について初めて対照研究を行い、
ダパ語に４種類のコピュラ語幹があること、
それらが動詞類と認定されること、否定形に
おけるアンバランスな体系を持つことなど
を明らかにした上で、ムニャ語が類型論的に
これと近い特徴を示すことを指摘した。この
成果は国際学会において発表し、内外の研究
者と討議を行った（発表③）。 
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⑥ ダパ語メト方言とギャロン語チョクツェ
ー方言における方向接辞について、対照研究
を行った。この結果、多くの共通点がある一
方で、ギャロン語には完了・命令の接辞があ
って方向接辞と交換可能だがダパ語では完
了・命令の際に義務的に付加される接頭辞が
方向接辞であり代替の接辞がないこと、動詞
語幹との恣意的結びつきがギャロン語では
一部の方向接辞に偏ってみられるがダパ語
ではすべての方向接辞で広く見られること
など、類型的な相違点も明らかにすることが
できた。 
 
(3) 以上述べてきたような業績は、内外の研
究者から一定の評価を受け、チベット＝ビル
マ語派に関する研究においてしばしば引用
されている。また、対象地域の言語を研究す
る際に地域特徴という視点が重要であるこ
とが、学界内で認知されるようになってきて
いる。 
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